
35 

      
一
． 
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス 

 ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
と
い
う
言
葉
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
ま
す
か
？ 

 

高
級
な
透
明
な
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。 

持
つ
と
ず
っ
し
り
と
感
じ
る
重
さ
。 

ウ
イ
ス
キ
ー
の
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
飲
む
グ
ラ
ス
。 

指
で
た
た
く
と
、
金
属
の
音
。 

引
き
出
物
に
も
ら
っ
た
グ
ラ
ス
。 

 

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、「
ク
リ
ス
タ
ル
＝
水
晶
」
の
言
葉
が
つ

い
た
、
高
級
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
持
つ
か
た
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

百
貨
店
や
食
器
売
り
場
な
ど
で
、
並
ん
で
い
る
グ
ラ
ス
に
は
、
ク

リ
ス
タ
ル
と
い
う
表
示
が
あ
る
も
の
と
な
い
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ぱ
っ
と
見
は
、
同
じ
よ
う
な
無
色
透
明
の
グ
ラ
ス
で
す
。
ク
リ
ス

タ
ル
ガ
ラ
ス
の
表
示
が
つ
い
て
い
な
い
。 

グ
ラ
ス
の
多
く
は
、
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
グ
ラ
ス
で
す
。 

ソ
ー
タ
ガ
ラ
ス
に
比
べ
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、
透
明
度
と
屈

折
率
が
高
い
の
で
す
。 

 

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、
珪
砂
や
カ
リ
ウ
ム
、
ソ
ー
ダ
灰
の
ガ
ラ

ス
の
主
成
分
に
酸
化
鉛
を
加
え
て
溶
解
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ラ

ス
研
究
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
ク
ロ
フ
ト
（
一
六
一
八
～
八
二
）

が
一
六
七
三
年
に
発
明
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
よ
り
も
透
明
度
、
屈
折
率
が
高
く
、
や
わ
ら
か
く
削

り
や
す
か
っ
た
の
で
す
。
よ
り
輝
き
の
あ
る
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
が
生
ま

れ
、
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
先
進

国
へ
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
各
国
の
国
王
、
皇
帝
、
貴
族
た
ち
は
、

よ
り
芸
術
性
の
高
い
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
求
め
ま
し
た
。 

日
本
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
大
正
時
代
か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
の
研
究
は

始
ま
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
本
格
的
な
始
動
は
昭
和
に
入
っ
て
か

ら
で
し
た
。
そ
れ
は
、
蒲
田
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 （
※
二
〇
一
九
年
現
在
、
日
本
硝
子
製
品
工
業
会
に
よ
れ
ば
、
酸
化
鉛
を
含
ま
な
い

酸
化
カ
リ
ウ
ム
、
酸
化
バ
リ
ウ
ム
、
酸
化
チ
タ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
主
成
分
と
し
た
ガ
ラ

ス
も
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
定
義
と
な
っ
て
い
る
） 

   

各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所 

鍋
谷 

孝  
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二
．
日
本
初
の
ク
リ
ス
タ
ル
専
門
工
場
設
立
へ 

 

蒲
田
駅
南
口
か
ら
、
川
崎
方
面
へ
Ｊ
Ｒ
の
線
路
に
沿
っ
て
、
蒲
田

陸
橋
を
超
え
、
富
士
通
の
前
を
通
り
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
弱
歩
い
て

い
く
と
、
踏
切
が
あ
り
ま
す
。
大
倉
踏
切
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い

ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
踏
切
の
右
角
を
曲
が
っ
た
道
路
に
沿
っ
て

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
続
く
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
や
志
茂
田
小
学

校
、
中
学
校
の
敷
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
敷
地
に
は
、
大
正
か
ら
昭

和
三
五
年
ま
で
大
倉
陶
園
が
あ
り
ま
し
た
。 

大
倉
踏
切
か
ら
向
か
っ
て
、
大
倉
陶
園
の
敷
地
の
奥
の
左
手
、
今

の
志
茂
田
中
学
校
の
前
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

大
田
区
西
六
郷
一
丁
目
一
二
番
地
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。 

 

二
〇
一
九
年
か
ら
八
五
年
前
ま
で
、
現
在
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地

に
は
、
日
本
初
の
ク
リ
ス
タ
ル
専
門
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
こ
と
で
し
た
。
会
社
名
は
、
各
務
ク
リ
ス

タ
ル
製
作
所
。
創
業
者
の
各
務
鑛
三
の
名
前
を
使
っ
た
会
社
名
で
す
。 

 

当
時
の
蒲
田
地
区
の
東
と
西
口
の
新
興
の
産
業
会
社
名
や
工
房

名
を
地
図
の
上
で
眺
め
て
み
る
と
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
気
が
付
き

ま
す
。 

   

                        
昭
和
前
期
の
１
：
３
０
０
０
地
形
図 

NO49‐
4 

町
屋 

昭
和
一
二
年
測
図 

昭
和
二
二
年
七
月
の
補
修 

町
名
は
、
昭
和
二
二
年
の
表
示
と
思
わ
れ
る
。 

仲
六
郷
一
丁
目
、
西
六
郷
一
丁
目
は
、
現
在
と
変
わ
ら
な
い
が
、 

御
園
三
丁
目
は
、
現
在
の
新
蒲
田
一
丁
目
、
本
蒲
田
五
丁
目
は
、

現
在
の
蒲
田
本
町
二
丁
目
で
あ
る
。 

↑蒲田駅 

各務クリスタル製作所 

大倉陶園 

黒澤工場 

三省堂印刷工場 

東洋オーチス 

新潟鐵工 
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東
口
は
、
松
竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影
所
、
高
砂
香
料
、
新
潟
鉄
工
、

三
省
堂
、
東
洋
オ
ー
テ
ィ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
東
京
計
器
。
一
方
、

西
（
南
）
口
は
、
黒
澤
商
会
、
大
倉
陶
園
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作

所
、
芹
沢
染
色
工
房
。
黒
澤
貞
次
郎
、
大
倉
孫
兵
衛
、
和
親
親
子
、

各
務
鑛
三
、
芹
沢
銈
介
と
創
業
者
の
名
前
を
つ
け
て
い
る
の
が
、
わ

か
り
ま
す
。
創
業
者
の
名
が
つ
い
た
西
口
の
個
人
商
店
的
な
会
社
と

組
織
的
な
東
口
の
企
業
が
線
路
を
挟
ん
で
立
地
し
て
い
る
の
で
西

口
の
創
業
者
の
個
人
名
会
社
の
中
で
は
、
最
初
は
、
大
正
年
間
の
黒

澤
商
会
、
二
番
目
は
大
倉
陶
園
。
そ
し
て
最
後
が
、
各
務
ク
ス
タ
ル

製
作
所
で
し
た
。（
芹
沢
染
色
房
も
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
と
同
じ
昭
和

九
年
に
さ
れ
ま
し
た
） 

立
地
に
つ
い
て
も
、
設
立
が
早
い
順
か
ら
、
蒲
田
駅
に
近
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
は
、
蒲
田
か
ら
一
番
遠

い
場
所
に
あ
り
ま
す
。 

各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
は
、
創
業
者
各
務
鑛
三
の
高
校
時
代
の

恩
師
日
野
厚
が
大
倉
陶
園
の
支
配
人
だ
っ
た
縁
で
し
た
。
当
初
は
、

大
倉
陶
園
の
敷
地
内
に
誘
致
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
各
務

鑛
三
は
、
大
倉
陶
園
の
向
か
い
側
の
敷
地
に
ク
リ
ス
タ
ル
工
場
を
設

立
す
る
こ
と
で
、
大
倉
陶
園
か
ら
支
援
を
受
け
た
の
で
し
た
。 

 三
．
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
専
門
工
場
の
体
制
と
工
程 

 

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
作
る
に
は
、
ガ
ラ
ス
の
溶
融
を
は
じ
め
高

度
な
製
造
技
術
と
化
学
組
成
の
調
整
な
ど
、
難
易
度
が
高
く
、
多
く

の
工
程
が
あ
り
各
部
署
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
部
署
に
は
専
門

家
が
い
て
、
課
題
に
対
し
て
研
究
や
改
良
を
重
ね
な
が
ら
最
終
製
品

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。 

設
立
当
時
の
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
の
工
場
資
料
は
、
残
念
な

が
ら
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
せ
ん
が
、
創
業
者
各
務
鑛
三
、
佐
藤
順

四
郎
の
手
記
や
、
戦
後
の
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
の
製
造
工
程
か

ら
当
時
の
体
制
づ
く
り
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〔
製
造
部
門
〕 

① 

調
合 

珪
砂
、
石
灰
、
酸
化
鉛
な
ど
の
原
料
の
細
か
さ
や
分
量
を
調
整

し
て
い
き
ま
す
。
化
学
の
領
域
で
す
。「
本
ク
リ
」
本
物
の
ク
リ

ス
タ
ル
）
と
呼
ん
で
い
た
レ
ッ
ド
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、
酸

化
鉛
が
二
四
％
以
上
配
合
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四
％

以
下
の
も
の
は
、「
セ
ミ
ク
リ
」（
セ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
）

と
呼
ば
れ
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
で
は
、「
本
ク
リ
」「
セ
ミ
ク
リ
」

両
方
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

② 

溶
解 

調
合
さ
れ
た
原
料
を
ツ
ボ
に
入
れ
て
高
温
で
溶
か
し
ま
す
。
ク

リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
は
、
ソ
ー
タ
ガ
ラ
ス
よ
り
も
溶
融
温
度
が
低

い
の
で
す
が
、
難
易
度
が
高
い
の
で
す
。 

③ 

成
形 

溶
融
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
を
形
に
し
て
い
く
工
程
で
す
。
ツ
ボ
で
溶

け
て
い
る
ガ
ラ
ス
を
長
い
吹
き
竿
で
巻
き
取
り
、
型
に
い
れ
て

大倉陶園の花器ブルーローズ 
各務クリスタル製作所 30 周年の
記念品。裏底に（写真左） 
名入れが入っている。当時の 
関係を想像させる品物。（個人蔵） 
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吹
い
て
形
を
つ
く
る
「
型
吹
き
」
が
グ
ラ
ス
を
作
る
と
き
の
主

な
製
法
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
型
に
い
れ
て
押
し
て
成
型
す
る

型
押
し
の
技
法
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
型
を
使
わ
ず
に
吹
き
て
成
形
す
る
「
宙
吹
き
」
技
法
な

ど
は
、
美
術
工
芸
品
の
作
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

形
に
な
っ
た
ガ
ラ
ス
は
、
徐
冷
窯
と
よ
ば
れ
る
窯
に
入
れ
て
温

度
を
下
げ
て
い
き
ま
す
。 

④ 
検
査 

徐
冷
窯
か
ら
出
て
き
た
ガ
ラ
ス
は
、
形
状
、
重
量
、
厚
み
、
透

明
度
な
ど
を
目
視
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。 

⑤ 

カ
ッ
ト
（
切
子
） 

検
査
さ
れ
た
グ
ラ
ス
の
表
面
を
削
り
、
研
磨
す
る
工
程
で
す
。

図
案
家
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
が
書
い
た
図
面
の
カ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン

を
グ
ラ
ス
に
あ
た
り
を
つ
け
ま
す
。
金
剛
砂
を
回
転
す
る
鉄
円

盤
に
水
を
流
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ス
を
押
し
当
て
て
削
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
後
、
砥
石
車
で
粗
削
り
の
部
分
を
滑
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。
削
る
模
様
に
よ
っ
て
車
の
形
が
違
い
ま
す
。
そ
し

て
回
転
木
車
（
桐
の
木
）
で
磨
き
粉
を
つ
け
て
カ
ッ
ト
面
を
磨

い
て
か
ら
、
回
転
ブ
ラ
シ
で
磨
き
粉
を
つ
け
て
、
カ
ッ
ト
面
が

透
明
に
な
る
ま
で
さ
ら
に
磨
き
ま
す
。
最
後
に
フ
ェ
ル
ト
の
回

転
車
に
ベ
ン
ガ
ラ
を
つ
け
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
検

査
に
い
き
ま
す
。 

（
※
二
〇
一
九
年
現
在
、
カ
ッ
ト
（
切
子
）
の
道
具
は
、
鉄
円
盤
や
砥
石
車
は
、

工
業
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
粒
を
電
着
さ
せ
た
車
に
よ
っ
て
加
工
す
る
こ
と
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
カ
ッ
ト
の
磨
き
も
薬
品
処
理

に
よ
る
研
磨
が
中
心
で
あ
る
） 

⑥ 

グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル 

 

グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
は
、
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
加
工
す
る
技
法
で
す
が
、

カ
ッ
ト
に
比
べ
る
と
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
各
務
鑛
三
は
、
著
書
「
ガ
ラ
ス
の
生

長
」
の
な
か
で
「
カ
ッ
ト
（
切
子
）
は
、
直
線
の
交
差
や
極
く

ゆ
る
や
か
な
曲
線
の
交
差
に
よ
る
模
様
に
限
ら
れ
て
加
工
が
可

能
で
す
が
、
こ
の
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
は
浮
彫
の
よ
う
な
味
を
だ
す

こ
と
が
で
き
、
い
か
な
る
模
様
で
も
銅
円
盤
の
車
の
入
る
限
り
、

技
術
の
熟
達
に
よ
り
芸
術
的
描
写
が
可
能
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の

特
質
が
あ
り
ま
す
。」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
各
務
ク
リ
ス
タ
ル

製
作
所
が
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
特
徴

的
な
技
法
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

〔
デ
ザ
イ
ン
部
門
〕 

ど
の
よ
う
な
グ
ラ
ス
を
作
る
か
？
図
案
化
す
る
工
程
で
す
。
創
業

者
で
も
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
る
各
務
鑛
三
の
元
に
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
東
京
美
術
学
校
出
の
近
藤
圭
一
郎
が
入
社
し
、
佐
藤
潤
四
郎
、

降
旗
正
雄
、
淡
島
雅
吉
（
当
時
小
畑
）、
山
本
昿
が
入
社
し
た
。
近

藤
は
間
も
な
く
こ
の
世
を
去
り
、
押
型
は
降
旗
、
カ
ッ
ト
は
佐
藤
、

グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
は
淡
島
と
デ
ザ
イ
ン
分
担
が
分
か
れ
て
い
た
。
鑛
三

は
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
指
導
は
具
体
的
に
一
切
し
な
か
っ
た
。
た
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だ
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
嫌
う
性
格
を
知
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、

各
自
の
個
性
を
作
品
と
商
品
に
生
み
出
し
て
い
っ
た
。」 

 

〔
営
業
業
務
部
門
〕 

「
工
場
に
な
る
と
作
り
た
い
作
品
を
、
好
き
な
時
に
作
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
販
売
会
社
の
意
向
を
聞
き
、
経
営
上
不
可
欠
な
売
れ
る

も
の
を
適
正
な
価
格
で
供
給
す
る
業
務
」（
前
述
、
父
鑛
三
の
生
涯
よ
り
） 

 

製
造
、
デ
ザ
イ
ン
、
営
業
業
務
。
日
本
で
初
め
て
、
ク
リ
ス
タ
ル

の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
体
制
が
う
ま
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
東
京
滝
野
川
で
ガ
ラ
ス
工
房
だ
っ
た
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
工
芸
ガ

ラ
ス
研
究
所
が
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
と
し
て
工
場
の
体
制
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
隣
接
し
た
大
倉
陶
園
か
ら
の
支
援
と
学

び
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。 

 

四
．
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
の
製
品
に
つ
い
て 

 

「
オ
ー
ル
ド
各
務
」 

設
立
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
ま
で

の
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
の
製
品
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
空
襲
も

あ
り
資
料
が
少
な
い
。
産
業
工
芸
研
究
科
の
葵
航
太
郎
氏
は
、
戦
前

の
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
の
製
品
を
「
オ
ー
ル
ド
各
務
」
と
呼
び
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
開
示
し
て
い
ま
す
。 
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産
業
工
芸
文
化 

第
６
号 

オ
ー
ル
ド
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
二
〇
〇
三
年 

二
月 

発
行
産
業
工
芸
文

化
懇
話
会 

編
） 

葵
航
太
郎
氏
は
、
オ
ー
ル
ド
各
務
と
戦
後
の
各
務
製
品
の
判
別
と

し
て
、「
ク
リ
ス
タ
ル
硝
子
製
品
に
限
ら
ず
日
本
製
硝
子
製
品
の
ほ

と
ん
ど
に
は
、
陶
磁
製
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
裏
印
が
記
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
製
品
に
貼
ら
れ
た
金
・
銀
シ
ー
ル
，
化
粧
箱
の
裏

に
貼
ら
れ
た
紙
シ
ー
ル
、
製
品
と
共
に
化
粧
箱
や
木
箱
に
収
め
ら
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
判
別
の
鍵
と
な
る
。
入
れ
替
え
の
可
能
な
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
金
・
銀
シ
ー
ル
と
紙
シ
ー
ル
は
と
く
に
重

要
な
鍵
で
あ
る
。（
中
略
）
買
わ
れ
た
製
品
が
使
用
さ
れ
る
と
共
に

金
・
銀
シ
ー
ル
は
剥
が
さ
れ
、
製
品
の
破
損
や
化
粧
箱
の
汚
れ
と
共

に
元
箱
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、（
中
略
）、
現
存
す
る

オ
ー
ル
ド
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
の
製
品
数
の
少
な
さ
が
実
感
で
き
る
。

確
か
に
こ
れ
ら
と
出
会
う
こ
と
は
稀
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

 

私
も
、「
オ
ー
ル
ド
各
務
」
と
推
定
さ
れ
る
薄
い
ブ
ル
ー
の
カ
ッ

ト
グ
ラ
ス
セ
ッ
ト
を
入
手
し
ま
し
た
。
葵
氏
の
指
摘
ど
お
り
六
個
入

り
の
化
粧
箱
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

グ
ラ
ス
の
シ
ー
ル
は
貼
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
葵
氏
の
オ
ー

ル
ド
各
務
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
類
似
す
る
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。） 

葵
氏
の
オ
ー
ル
ド
各
務
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
私
の
オ
ー
ル
ド
各

務
の
製
品
を
見
る
限
り
で
は
、
当
時
の
グ
ラ
ス
類
や
灰
皿
な
ど
は
、

無
色
透
明
な
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
、
ア
ン
バ

ー
（
茶
色
）、
薄
い
ブ
ル
ー
な
ど
の
単
色
の
色
ガ
ラ
ス
に
カ
ッ
ト
を
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施
し
た
も
の
が
多
い
印
象
を
受
け
ま
す
。 

こ
の
単
色
の
ガ
ラ
ス
は
、「
本
ク
リ
」（
レ
ッ
ド
ク
リ
ス
タ
ル
）
で

は
な
く
、
酸
化
鉛
の
含
有
量
が
少
な
い
「
セ
ミ
ク
リ
」（
セ
ミ
ク
リ

ス
タ
ル
）
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

現
代
に
お
い
て
も
、
無
色
透
明
で
透
明
度
の
高
い
「
本
ク
リ
」
は
、

溶
融
が
難
し
い
も
の
で
す
。
ま
し
て
、
設
立
当
初
か
ら
は
試
行
錯
誤

の
連
続
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
透
明
な
レ
ッ
ド
ク
リ
ス

タ
ル
よ
り
、
製
品
化
が
可
能
な
セ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
を
製
造
す
る
ほ
う

が
、
コ
ス
ト
面
で
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
経
営
的
な
判
断
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

     

         

「
皇
室
ご
用
達
食
器
」 

昭
和
一
八
年
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
資
源
不
足
の
中
、
照
宮
内
親

王
婚
礼
用
の
食
器
を
大
倉
陶
園
の
洋
食
器
と
と
も
に
ク
リ
ス
タ
ル

食
器
を
製
造
し
納
め
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
食
器
の
写
真
な
ど
の
資

料
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「
葡
萄
文
様
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
食
器
」 

透
明
な
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
、
葡
萄
の
柄
を
グ
ラ
ヴ
ィ

ー
ル
技
法
（
前
章
の
製
造
部
門
に
て
説
明
）
を
使
っ
て
刻
印
し
た
グ

ラ
ス
類
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。 

葡
萄
の
文
様
の
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
食
器
は
、
戦
後
も
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
の
伝
統
品
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

     

「
工
芸
品
」 

各
務
鑛
三
は
じ
め
、
佐
藤
潤
四
郎
、
淡
島
（
小
畑
）
雅
吉
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
る
工
芸
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
昭

和
一
八
年
の
各
務
鑛
三
の
花
器
「
雀
竹
」（
各
務
絋
三
作
品
集
／
北

海
道
近
代
美
術
館
蔵
）
は
、
太
平
洋
戦
争
さ
な
か
の
物
資
が
少
な
い

中
で
、
無
色
透
明
な
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
で
制
作
し
た
貴
重
な
も
の

で
す
。 

昭和４年、満鉄時代の各務鑛三作と
伝えられる作品。 
重量感のあるクリスタルの素材に、
大胆に馬のカットを施してある。今
後専門家による鑑定が期待される。 
（個人蔵） 

製品にシールはついていないが戦前の各
務クリスタル製作所製（オールド各務）
と思われるタンブラーセット。化粧箱と
グラス、製品のしおりと百貨店のしおり
もついている。 （個人蔵） 

葡萄文様グラヴィ
ールのグラス 
平成時代の品物 
（個人所蔵） 



41 

五
．
各
務
鑛
三
の
生
涯 

 

こ
こ
で
、
創
業
者
で
あ
る
各
務
鑛
三
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。 各

務
鑛
三
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
に
岐
阜
県
土
岐

郡
笠
原
町
で
釉
薬
業
を
営
む
鈴
三
郎
と
ぎ
ん
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
笠
原
小
学
校
を
卒
業
後
瀬
戸
町
立
瀬
戸
陶
器
学
校
に
入

学
。
後
の
作
品
に
影
響
を
あ
た
え
る
日
野
厚
に
デ
ザ
イ
ン
指
導
を
受

け
ま
す
。 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
恩
師
日
野
厚
の
母
校
、
東
京
高
等
工

業
学
校
図
案
科
（
現
東
京
工
業
大
学
）
に
入
学
。
図
案
科
の
同
期
に

は
後
の
各
務
鑛
三
と
同
じ
東
京
蒲
田
に
工
房
を
か
ま
え
る
こ
と
に

な
る
染
色
家
の
芹
沢
銈
介
が
、
窯
業
科
の
一
級
下
に
は
浜
田
庄
司
が
、

そ
し
て
窯
業
科
教
師
と
し
て
平
野
耕
輔
、
板
谷
波
山
が
い
ま
し
た
。 

大
正
三
年
図
案
科
を
卒
業
後
、
同
校
の
窯
業
科
の
助
手
と
な
り
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
恩
師
の
平
野
耕
輔
が
南
満
州
鉄
道
株
式

中
央
試
験
場
の
窯
業
部
長
と
し
て
転
出
、
各
務
も
同
行
し
ま
す
。
ク

リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
よ

り
招
聘
し
た
ガ
ラ
ス
加
工
技
法
の
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
の
名
手
、
ル
ド
ル

フ
・
イ
ナ
ー
に
入
門
。
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
の
持
つ
深
い
透
明
な
ガ
ラ
ス

へ
の
表
現
力
に
各
務
鑛
三
は
、
虜
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）、
ド
イ
ツ
の
国
立
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
美
術
工
芸
学
校
に

留
学
。
ガ
ラ
ス
工
芸
家
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
フ

教
授
の
指
導
の
下
に
、
技
術
と
造
形
力
を
磨
き
ま
す
。
昭
和
四
年
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
卒
業
制
作
「
祈
り
」
を
持
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
年
（
一
九
一
三
）、
東
京
滝
野
川
に
小
さ
な
ア
ト
リ
エ
「
各

務
ク
リ
ス
タ
ル
工
芸
ガ
ラ
ス
研
究
所
」
を
設
立
。
ガ
ラ
ス
工
芸
家
と

し
て
の
出
発
と
な
り
ま
す
。
当
時
工
房
で
は
、
ガ
ラ
ス
の
生
地
を
製

造
す
る
設
備
は
な
く
、
カ
ッ
ト
（
切
子
）
と
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
技
法
の

工
房
で
し
た
。
生
地
は
制
作
で
き
な
く
て
も
、
各
務
鑛
三
は
、
デ
ザ

イ
ン
と
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
作
品
を
作
り
始
め
ま
す
。
昭
和
六
年
、

板
谷
波
山
主
宰
の
東
陶
会
に
入
会
。
同
年
第
一
二
回
帝
国
美
術
院
美

術
展
覧
会
（
帝
展
）
に
初
入
選
。
翌
年
よ
り
二
年
連
続
入
選
し
、
昭

和
九
年
に
特
選
。
吹
き
ガ
ラ
ス
の
岩
田
藤
七
と
と
も
に
、
日
本
の
近

代
ガ
ラ
ス
工
芸
を
牽
引
し
て
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
恩
師
、
日
野
厚
が
支
配
人
を
し
て
い

た
東
京
蒲
田
の
大
倉
陶
園
の
誘
致
に
よ
り
隣
地
に
ク
リ
ス
タ
ル
製

造
工
場｢

各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
（
現
カ
ガ
ミ
ク
リ
ス
タ
ル
株
式

会
社
）｣

を
設
立
。
日
本
初
の
ク
リ
ス
タ
ル
専
門
工
場
が
誕
生
し
た

の
で
す
。 

ガ
ラ
ス
生
地
製
造
か
ら
加
工
ま
で
、
各
務
鑛
三
念
願
の
一
貫
制
作

が
始
ま
り
ま
す
。
同
時
に
、
作
家
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ
ス
タ

ル
ガ
ラ
ス
を
実
用
性
の
あ
る
芸
術
性
を
兼
ね
備
え
た
産
業
と
し
て

発
展
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

蒲
田
で
の
工
場
設
立
後
、
各
務
鑛
三
は
、
事
業
活
動
と
と
も
に
、

国
内
外
に
作
品
を
出
品
。
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
は
、
皇
室

品
用
度
品
硝
子
器
の
製
作
を
拝
命
し
、
制
作
し
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
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争
で
工
場
は
消
失
し
ま
し
た
が
、
戦
後
に
再
起
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
工
場
を
再
建
し
た
各
務
鑛
三
は
、

新
た
に
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。
翌
二
二
年
か
ら
日
展
に
出
品
。
以

後
亡
く
な
る
昭
和
六
〇
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
出
品
し
ま
す
。
昭
和
三

三
年
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
万
国
博
覧
会
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。
三
五
年

に
は
、｢

ク
リ
ス
タ
ル
硝
子
鉢｣

に
て
第
一
六
回
日
本
芸
術
院
賞
を
受

賞
。
表
現
が
困
難
な
無
色
透
明
な
素
材
で
あ
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ

ス
」
に
こ
だ
わ
り
、
創
作
に
邁
進
（
ま
い
し
ん
）
し
て
き
ま
し
た
。 

昭
和
の
ガ
ラ
ス
工
芸
界
を
歩
い
て
き
た
各
務
鑛
三
が
残
し
た
も
の

は
、
ク
リ
ス
タ
ル
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
制

作
に
関
わ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ガ
ラ
ス
職
人
、
切
子
職
人
、
グ
ラ
ヴ
ィ

ー
ル
職
人
、
そ
し
て
ガ
ラ
ス
生
地
製
作
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
ガ
ラ
ス
工

芸
の
指
導
者
を
多
く
育
て
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
単
な
る
製
作
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
を
愛
す
る
心
も
育
て
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
。 

      

  

 

六
．
私
と
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
と
蒲
田
モ
ダ
ン 

 

私
が
「
蒲
田
モ
ダ
ン
」
と
い
う
造
語
が
浮
か
ん
だ
入
り
口
は
、
各

務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
で
し
た
。 

 

私
の
実
家
は
、
大
田
区
蒲
田
地
区
の
切
子
工
場
で
す
。
昭
和
三
五

年
（
一
九
六
〇
）、
父
が
祖
父
の
切
子
工
場
（
鍋
谷
グ
ラ
ス
工
芸
社
）

か
ら
独
立
し
て
、
蒲
田
駅
西
口
に
ち
か
い
新
蒲
田
で
小
さ
な
工
場
を

作
り
ま
し
た
。
環
八
通
り
に
面
し
た
母
の
実
家
で
し
た
。
東
亜
硝
子

工
芸
と
東
ア
ジ
ア
を
意
識
し
た
名
前
で
し
た
が
、
住
居
と
工
場
が
隣

接
し
た
い
わ
ゆ
る
町
工
場
で
す
。
ガ
ラ
ス
を
加
工
請
負
す
る
こ
と
を

生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
得
意
先
は
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
で

し
た
。
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
は
、
製
造
か
ら
完
成
品
ま
で
一
貫

し
た
ク
リ
タ
ル
メ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、
カ
ッ
ト
（
切
子
）
部
門
に
つ

い
て
は
、
社
内
の
生
産
量
で
は
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
切
子
職
人
が
営

む
工
房
や
工
場
へ
仕
事
を
出
し
て
い
た
の
で
す
。 

私
は
小
学
三
年
生
ま
で
、
新
蒲
田
の
町
工
場
で
育
ち
ま
し
た
。
目

の
前
の
環
八
通
り
に
歩
道
が
で
き
、
蒲
田
陸
橋
が
完
成
、
そ
し
て
車

の
通
行
量
が
多
く
な
っ
て
い
く
変
化
と
と
も
に
幼
少
期
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

家
の
裏
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
網
の
壁
に
囲
ま
れ

た
大
き
な
原
っ
ぱ
が
あ
り
ま
し
た
。 

近
所
で
は
、「
ク
ロ
サ
ワ
」
と
呼
ん
で
い
て
、
私
も
壁
の
穴
が
あ

昭和33年（1958）各務鑛三作品 花器 
ブラッセル万国博覧会グランンプリ作品。 
各務鑛三の主な作品は、クリスタルにカッ
トとグラヴィールの加飾である。しかし、
この作品は加飾の技法 
を使わずに、吹きの技法によって作られた。 
（写真はレプリカ：個人所蔵） 

冷瓏なるクリスタルの魅力にとりつ
かれてから 五十年間絶えず 炎の
中から納得できるものをうみだそう
と思いながら日々に至りました ク
リスタルガラスと渾然となる日のき
たることを夢見ております 
「各務鑛三作品集より」 
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い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
遊
ん
て
い
ま
し
た
。
子
供
に
は
、
木
々
に
囲

ま
れ
て
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、
水
た
ま
り
が
あ
る
。
バ
ッ
タ
、
カ
マ

キ
リ
、
ち
ょ
う
、
と
ん
ぼ
や
す
ず
め
や
こ
う
も
り
が
い
る
自
然
の
遊

び
場
で
し
た
。 

た
だ
、
電
車
庫
の
奥
の
方
に
あ
る
三
角
の
屋
根
の
工
場
の
よ
う
な

建
物
と
三
階
か
四
階
の
ビ
ル
に
は
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
気
配
が

漂
っ
て
い
た
の
を
思
い
だ
し
ま
す
。 

そ
の
頃
は
、
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
で
す
。
父
の
切
子
工
場
も

生
産
を
上
げ
る
た
め
に
地
方
か
ら
で
て
き
た
人
た
ち
を
職
人
と
し

て
雇
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
工
場
は
、
手
狭
に
な
り
、
工
場

を
広
げ
る
た
め
に
、
蒲
田
の
東
側
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
蒲
田
駅
に

近
い
仲
六
郷
一
丁
目
で
し
た
。
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
の
こ
と

で
す
。 

そ
の
町
工
場
は
、
蒲
田
方
面
か
ら
、
東
洋
オ
ー
テ
ィ
ス
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
工
場
と
国
鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
の
社
宅
群
の
間
に
あ
る
幅
の

狭
い
、
車
が
対
面
で
ギ
リ
ギ
リ
通
る
こ
と
が
で
き
る
道
の
先
の
小
さ

な
十
字
路
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
右
手
は
住
宅
が
あ
り
、

左
手
は
金
属
加
工
の
町
工
場
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
角
に
あ
り

ま
し
た
。
路
地
を
少
し
大
き
く
し
た
前
の
道
は
、
工
場
へ
の
納
品
す

る
車
や
、
食
材
を
配
達
す
る
八
百
屋
さ
ん
や
肉
屋
さ
ん
や
、
通
学
す

る
子
供
、
買
い
物
に
い
く
奥
さ
ん
の
姿
な
ど
、
活
気
あ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
東
洋
オ

ー
テ
ィ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
り
、
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
の
線
路
の
大
倉

踏
切
を
渡
っ
て
、
自
動
車
教
習
所
を
越
え
た
志
茂
田
中
学
校
へ
通
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
志
茂
田
中
学
校
は
大
倉
陶
園
の
跡
地
で
す
。

中
学
校
の
目
の
前
は
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
で
し
た
。
当
時
は
、

自
分
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
、
父
の
工
場
で
加
工
し
た
ク
リ
ス

タ
ル
を
納
め
て
い
る
工
場
だ
っ
た
程
度
の
認
識
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
私
は
、
大
学
卒
業
後
、
中
堅
の
広
告

代
理
店
に
入
社
、
そ
の
後
、
父
の
会
社
（
東
亜
硝
子
工
芸
）
に
入
り

ま
す
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）、
会
社
の
販
売
部
門
を
独
立
し
た

会
社
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
の
工
場
の
技
術
を
生
か
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
切
子
ガ
ラ
ス
製
品
や
ガ
ラ
ス
製
品
を
販
売
し
て
き
ま

し
た
。
当
時
は
蒲
田
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
拠
点
を
自
宅
の
あ
っ
た

久
が
原
へ
移
し
ま
し
た
。
約
四
〇
年
慣
れ
親
し
ん
だ
蒲
田
地
区
を
離

れ
て
、
二
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
で
す
。 

ふ
と
、「
自
分
が
携
わ
っ
て
い
た
ガ
ラ
ス
の
仕
事
が
、
な
ぜ
蒲
田

地
区
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
た
の
で
す
。 

江
戸
切
子
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
の
ガ
ラ
ス
工
芸
は
、
江
東
区
、

墨
田
区
、
葛
飾
区
な
ど
城
東
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
の
販
売
な
ど
は
、
中
央
区
や
台
東
区
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま

す
。 「

大
田
区
は
、
金
属
加
工
の
町
な
の
に
、
ど
う
し
て
な
ん
ろ
う

か
？
」 

 

昭和30年代の筆者の実家の切子工場の作業 

風景。町工場と呼ばれる１階が工場、２階が住

居タイプの工場。当時、大田区には多くの町工

場があった。家族と地方から出てきた金の卵の

職人さんと一緒に暮らす生活だった。 
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そ
の
糸
口
と
し
て
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
の
設
立
の
歴
史
を
調
べ
る

こ
と
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

幸
い
な
こ
と
に
、
仕
事
柄
ガ
ラ
ス
工
芸
関
係
の
本
は
手
元
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
「
各
務
鑛
三
作
品
集
」
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る
と

巻
末
の
寄
稿
の
文
章
の
中
に
大
倉
陶
園
と
の
関
連
が
見
つ
か
っ
た

の
で
す
。
大
倉
陶
園
は
、
私
が
通
っ
た
中
学
の
跡
地
で
し
た
。
そ
の

後
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
父
母
の
兄
弟
知
人
な
ど
か
ら
話

を
聞
い
て
い
う
ち
に
、
大
倉
陶
園
か
ら
黒
澤
商
会
と
の
つ
な
が
り
が

わ
か
り
ま
し
た
。
黒
澤
商
会
は
、
は
ら
っ
ぱ
の
「
ク
ロ
サ
ワ
」
で
し

た
。 三

省
堂
印
刷
工
場
は
、
友
達
が
住
ん
で
居
た
国
鉄
の
社
宅
が
跡
地

で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
芋
づ
る
式
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
に
誕
生
し
た
蒲
田
地
区
の
新
興
産
業
だ
っ
た
の
で
す
。
西
口
は
、

黒
澤
商
会
、
大
倉
陶
園
、
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
製
作
所
、
東
地
区
は
、

松
竹
蒲
田
キ
ネ
マ
撮
影
所
、
高
砂
香
料
、
新
潟
鉄
工
、
三
省
堂
印
刷

工
場
、
東
洋
オ
ー
テ
ィ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。 

私
が
住
ん
で
い
た
、
遊
ん
だ
、
学
ん
だ
、
働
い
て
い
た
日
常
の
生

活
エ
リ
ア
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

あ
ら
た
め
て
、
日
常
だ
っ
た
生
活
エ
リ
ア
を
、
そ
の
頃
の
産
業
に

想
い
を
馳
せ
て
歩
い
て
み
ま
し
た
。 

浮
か
ん
で
き
た
の
が
、
建
物
で
は
な
く
、
人
で
し
た
。
創
業
者
、

経
営
者
、
従
業
員
や
そ
の
会
社
に
関
わ
る
人
た
ち
、
街
の
人
で
す
。

新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
く
熱
気
が
、
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。 

蒲
田
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
精
神
に
触
れ
た
と
き
に
、「
蒲
田
モ

ダ
ン
」
の
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か

け
で
、
研
究
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
こ
の
新
興
産
業

の
創
作
者
や
製
品
を
知
れ
ば
し
る
ほ
ど
、
蒲
田
を
見
つ
め
る
距
離
感

が
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
育
っ
た

町
か
ら
ほ
ん
の
少
し
離
れ
て
み
て
、
近
す
ぎ
て
見
え
な
か
っ
た
も
の

が
見
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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